
取付説明書

純正マフラー を取り外します。
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PURE SPORTマフラー を仮組みして行きます。 

エンジン差し込み部のナット（×２） を
緩めて取り外します。
ナットは後で再使用します。

＜取付所要時間の目安＞
約 40分

⑤ キャップボルト  ( M8×25 ) 
⑥ 平ワッシャ( 大 ）
⑦ フランジナット
⑧ サブ・ステー

　

×2
×2
×2
×1

① エキゾーストパイプ
② サイレンサーボディー
③ サイレンサーバンド／ラバー
④ キャップボルト  ( M10×40 ) 

×１
×１
×各２
×2

※サイズの単位：mm〈商品内容〉

ボアアップやローダウンなどのサスペンション変更を
行なっている車輌では車体の振動が増える事で
マフラーの負担が大きくなり、クラック発生などの
思わぬトラブルを招く可能性があります。
この様な仕様変更によるトラブルは保証の
対象外とさせていただきますので予めご了承下さい。

サイレンサー部を固定している３本の
ボルトを抜き取り、マフラー 一式を
ゆっくりと取り外します。

●２

●１

※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。　
※ 作業はエンジンマフラーが完全に冷えた状態で、またセンタースタンドを立て、車体を安定させた状態で行なって下さい。
※ 本製品にはエキゾースト・ガスケットは付属しておりません。取り付け後の排気漏れを防ぐ為にも車種専用の物をご購入の上、新品に交換して下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼っておく事をお勧めします。

PURE SPORT - S

エンジンとマフラー接合部の
エキゾーストガスケットを新品に
交換しておきます。（別途お買い求め下さい。）

サブステー ⑧ をキャップボルト④ を
使用して車体に仮組みします。
サブステー ⑧ の前側はエキゾースト
パイプのステーの上に重ねて共締めします。

エキゾーストパイプ ① をエンジンに
仮組みします。

フランジの固定には純正のナットを
再使用し、仮止め状態で先に進みます。

サイレンサーボディー ② を
エキゾーストパイプ ① にゆっくりと差し込みます。　
接合部分からの水滴垂れや排気漏れを
防ぐ為にも接合部にあらかじめ液体ガスケットを
塗布して組み付ける事をおすすめします。

エキゾーストパイプ の
ストッパーに突き当たる所まで
差し込みます。

①

①

リベット

ADV150 （ 2BK-KF38 ）

エキゾーストパイプの一部が潰れていますが、
装着時にパイプとフレームとの干渉を避ける
ための加工です。その形状も織り込み済みで
性能確認を行なっておりますので、
安心してご使用下さい。

１
２

３
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２
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リベットが頂点にくる様に
サイレンサーボディーを回転させながら
位置を調整しておきます。

１

２

３

１

２

３

穴位置を合わせておきます穴位置を合わせておきます

①
①

④

⑧

重ねてボルト④で共締め重ねてボルト④で共締め

⑧
④④

②

①

②

①

作業開始前に本書を必ず一通りお読みになり、
内容をよく理解してから作業を始めて下さい。
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サイレンサーボディーを付属のバンドと
ボルト類を使用してサブステーに仮組みします。　

※ ボルト類には、緩みを防止する為に“ ネジロック剤 ”を
　 塗布の上、締め付ける様にして下さい。

エンジンや外装との隙間など、干渉している所が
ないか良く確認して下さい。干渉している場合には
あらためて各部を緩めて位置を調整します。

③
③

②

③

⑤

⑥⑦
⑥⑦

④⑤
④

⑧

本締め後、マフラー表面の汚れや油分をパーツクリーナーでしっかりと拭き取ります。
マフラー表面の汚れや油分が付いたままの状態で熱が加わりますと、後で落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

　 各部のクリアランスや取付状態を確認し、仮組みしていた箇所全てを本締めします。

※ 製品によりましてはサイレンサー下部・前方のリベット付近に小さな穴が空いています。これは水抜き用に設けられた穴ですので、特に問題はありません。
※ 本製品では純正マフラーのスチール素材よりも肉厚が薄く、硬いステンレス素材を採用しています。走行状況によりましては
　 エンジンの細かい振動によってボディーパーツやサスペンションのスプリングが共振、共鳴する事があります。
※ 装着後しばらくの間はパイプ内部の油分により、臭いや白煙が発生する事がありますが、徐々に治まって行きますので問題ありません。
※ 本製品では排気効率を優先した構造を採用しています。エンジンブレーキ作動時や急にスロットルを閉じた時など、使用状況によっては
　 アフターファイヤーが発生する事がありますが、エンジンの耐久性に問題が生じるものではありません。
※ マフラー装着後も取り付け状態やボルト類の緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 本製品のエキゾーストパイプにはステンレス素材を使用しております。ステンレスはその特性上、熱によって表面に焼け色が付いてきます。
　 この現象は異常ではありません。また、弊社より発売中の『ホロクリンジェルSP』をお使いいただきますと非常に効果的に
　 焼け色を落とす事ができます。
※ マフラーの使用期間・使用状況によっては、音量が大きくなる事があります。
　 使用距離：10,000km毎を目安にサイレンサー内部消音材（＝グラス・ウール） の交換をおすすめします。  （詳細は弊社までお問い合わせ下さい。）

上記内容をよくご理解いただいた上でご使用下さいます様お願い致します。

●３

エンジンを始動し、各接続部から排気漏れの無い事を確認しましたら作業終了となります。　
最後にセンタースタンドを動かし、動作に問題がない事を確認して下さい。

●４
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